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司就任祝

S

氏
子
・
崇
敬
者
を
は
じ
め
、

各
界
よ
り
約
一
＿
＿00
名
が
出
席
S

九
月
十
凹
日
、
高
向
宮
司
の
就
任
祝
賀
会
が
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
で
、
三
0
0
名
を
越
す
多
く
の
皆
様
の
こ
出
席
者
を
賜
り
盛

大
裡
に
開
催
さ
れ
た
。

既
報
の
通
り
、
高
向
権
宮
司
が
七
月
一
日
付
で
宮
司
に
就
任
し

た
が
、
就
任
す
る
や
直
ぐ
に
地

元
の
方
々
や
各
界
か
ら
の
就

任
披
露
を
兼
ね
た
祝
賀
会
を

望
む
声
が
沸
き
あ
が
り
、
日
頃

よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
皆
様
へ
の
こ
挨
拶
、
ま
た

高
向
宮
司
就
任
に
よ
る
新
体

制
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
皆

様
か
ら
の
こ
支
援
、
ま
た
こ
指

導
•
こ
鞭
撻
を
お
願
い
す
べ
き

と
の
思
い
か
ら
、
当
社
の
地
元

責
任
役
員
の
皆
様
が
発
起
人

と
な
っ
て
頂
き
宮
司
就
任
祝

賀
会
を
催
す
運
び
と
な
っ
た
。

当
日
は
日
頃
よ
り
当
社
の

宗

10月祭事暦

言
皇

江
戸
時
代
ま
で
は
、
神
宮
御
師
（
神
職
）
が

全
国
各
地
を
巡
り
、
明
治
ー
戦
前
ま
で
は

政
府
が
、
そ
し
て
今
日
で
は
全
国
の
神
職

が
そ
の
頒
布
に
尽
力
し
て
い
る
▼
そ
れ

程
ま
で
長
い
歴
史
・
伝
統
を
有
す
る
が
、

昨
今
で
は
「
大
麻
」
の
名
称
か
ら
時
折
、
麻

薬
の
類
と
誤
解
さ
れ
た
り
も
す
る
。
昨
年

よ
り
大
学
の
学
内
で
の
麻
薬
蔓
延
が
し

き
り
に
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は

著
名
芸
能
人
の
逮
捕
が
続
く
世
の
中
で

あ
る
。
誤
解
さ
れ
る
の
も
無
理
も
な
い
。

か
つ
て
の
国
民
常
識
が
、
失
わ
れ
て
い
る

の
に
深
い
危
惧
を
覚
え
る
▼
先
日
、
伊
勢

で
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

引
き
続
き
各
都
道
府
県
神
社
庁
・
県
下
各

支
部
の
祭
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
各
家
庭
に

奉
斎
さ
れ
る
▼
伊
勢
の
神
宮
は
、
皇
祖
神

（
皇
室
の
祖
先
神
）
天
照
大
御
神
を
お
祀
り

し
全
国
神
社
の
本
宗
と
さ
れ
る
。
我
が
国

の
建
国
以
来
、
皇
室
を
中
心
に
国
民
が
ま

と
ま
り
数
多
の
国
難
を
乗
り
越
え
て
来

た
様
に
天
照
大
御
神
を
中
心
に
八
百
萬

神
々
は
ま
と
ま
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
本

宗
と
さ
れ
る
由
緑
で
あ
る
▼
平
成
二
十

五
年
に
は
二
十
年
に
一
度
の
神
宮
式
年

遷
宮
が
あ
り
、
広
く
国
民
に
御
浄
財
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
時
代
で
あ
る

か
ら
こ
そ
中
心
帰
一
の
精
神
で
国
民
奉

賛
に
よ
り
御
遷
宮
が
恙
無
く
斎
行
さ
れ

る
様
、
皆
様
に
考
え
て
頂
き
た
い
。
（
佐
）

1~3 日 秋季大祭

つさなみ

15 日 月次祭
午前10時～

高宮祭

第二宮・第三宮祭

午前 1 1 時～

総社祭

豊栄舞奉奏

17日表千家献荼祭

午前 1 1 時～
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護
持
・
運
営
に
こ
尽
力
を
賜
っ
て
]
技
か
ら
と
相
次
い
で
祝
辞
を
賜
」
玄
海
料
理
人
組
合
の
方
々
の
こ

い
る
方
々
の
こ
出
席
を
頂
き
開
宴
：
り
、
期
待
と
励
ま
し
の
言
葉
が
述
二
奉
仕
に
よ
る
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

さ
れ
た

0

Iべ
ら
れ
た
。
一
の
「
マ
グ
ロ
の
解
体
」
が
な
さ
れ

先
ず
、
発
起
人
代
表
と
し
て
松
]
次
い
で
高
向
宮
司
が
「
こ
の
時
]
籾
鮮
な
マ
グ
ロ
の
刺
身
や
お
寿

井
参
伍
責
任
役
員
の
こ
挨
拶
、
そ
]
労
‘
様
変
わ
り
し
て
い
る
も
の
が
一
司
が
出
席
者
に
振
舞
わ
れ
た
。

し
て
こ
来
賓
で
あ
ら
れ
る
福
岡
県
；
多
い
が
神
社
に
は
連
綿
と
引
続
い
i
ま
た
、
宗
像
観
光
協
会
の
こ
奉

神
社
庁
長
の
西
高
辻
信
良
太
宰
府
：
た
伝
統
・
文
化
な
ど
変
え
ず
継
続
．
仕
に
よ
る
特
設
ブ
ー
ス
に
て

天
満
宮
宮
司
と
谷
井
博
美
宗
像
市
一
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
]
ぞ
ム
海
焼
き
」
や
「
焼
き
そ
ば
」
な

d

い
＼
”
]
〗□
｀
]
]
い
[
f
T
`

r

)

 
雹
を
断
行
し
続
け
：
た
。

る
こ
と
が
自
分
~
祝
賀
会
に
は
多
く
の
こ
来
賓
の
一
っ
た
。

．
L
の
責
務
で
あ
万
々
に
も
参
会
も
賜
り
、
福
岡
県
一
当
日
は
ホ
テ
ル
の

一
る
」
と
力
強
い
議
会
議
員
の
山
田
勝
智
、
阿
部
弘
ス
タ
ッ
フ
に
交
じ
っ

i
決
意
を
申
し
上
一
樹
様
、
福
津
市
長
の
小
山
達
生
様
一
て
、
不
慣
れ
な
が
ら
も

げ
た
。
一
な
ど
の
こ
出
席
を
頂
い
た
。
一
当
大
社
職
員
が
接
遇

続
い
て
、
宮
一
宮
司
は
こ
来
賓
の
方
々
へ
の
挨
一
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
不

司
と
こ
来
賓
の
一
拶
を
す
ま
せ
た
後
、
参
会
者
皆
様
―
行
き
届
き
な
点
が

方
々
の
助
勢
を
一
の
テ
ー
ブ
ル
を
廻
ら
せ
て
頂
き
、
一
多
々
あ
っ
た
と
存
じ

頂
き
「
鏡
開
き
」
：
尚
一
層
の
こ
交
誼
を
お
願
い
す
る
：
ま
す
が
何
卒
こ
容
赦

が
行
わ
れ
、
福
一
と
皆
様
か
ら
の
激
励
を
賜
り
、
ど
一
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、

岡
県
神
社
庁
副
~
の
テ
ー
ブ
ル
で
も
会
話
が
は
ず
み
一
祝
賀
会
が
盛
大
裡
に

庁
長
の
波
多
野
一
時
間
が
何
時
間
あ
っ
て
も
足
り
な
一
終
了
し
た
こ
と
は
皆

盾
夫
仲
宿
八
幡
一
い
程
で
あ
っ
た
。
一
様
か
ら
の
多
大
な
る

宮
宮
司
の
こ
発
―
終
宴
に
際
し
て
は
、
小
林
栄
ニ
一
こ
支
援
の
賜
で
あ
り
、

声
の
下
乾
杯
が
i
氏
子
青
年
会
会
長
の
音
頭
に
て
万
一
参
会
者
の
皆
様
、
ま
た

な
さ
れ
祝
宴
が
」
歳
三
唱
、
参
会
者
の
こ
繁
栄
ま
た
一
当
日
こ
協
力
頂
い
た

始
ま
っ
た
。
一
宗
像
大
社
の
発
展
が
祈
念
さ
れ
、
一
関
係
各
位
、
紙
面
を
お

祝
宴
が
始
ま
[
女
部
照
生
宗
像
大
社
氏
子
会
会
長
]
惜
り
し
て
衷
心
よ
り

る
と
直
ぐ
に
、
一
の
閉
め
の
挨
拶
を
賜
り
散
会
と
な
i
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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み
あ
れ
祭
に
先
立
ち

沖
津
宮
御
神
璽
迎
え

s

中
津
宮
内
陣
に
無
事
奉
斎

s

十
月
一
日
の
秋
季
大
祭
「
み
あ
れ

祭
」
に
先
立
ち
、
沖
津
宮
の
御
神
璽

を
大
島
の
中
津
宮
に
お
迎
え
す
る

「
沖
津
宮
神
迎
え
神
事
」
が
去
る
九

月
十
三
日
に
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

前
日
の
九
月
十
二
日
、
高
向
宮

司
以
下
奉
仕
神
職
五
名
が
大
島
へ

渡
島
、
翌
日
早
朝
、
「
国
家
鎮
護
」
の

大
織
、
紅
白
の
吹
流
し
、
船
首
に

「
波
切
り
御
幣
」
を
つ
け
た
御
座
船

「
第
八
宮
地
丸
」
（
船
長
1
1

宮
本
一

郎
氏
）
に
神
職
以
下
沖
・
中
両
宮
奉

]
貿
会
・
翼
賛
会
々
員
、
宗
像
漁
協
等

i
関
係
者
が
乗
船
し
大
島
港
を
出
港

：
し
た
。

．
暁
の
雨
も
止
み
、
薄
曇
の
天
候

]
で
あ
っ
た
が
海
上
は
凪
、
同
八
時

]
無
事
沖
ノ
島
に
到
着
、
直
ち
に
海

：
中
に
て
楔
を
し
、
沖
津
宮
本
殿
で

i
出
御
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
そ
し
て

神
職
が
御
神
璽
を
捧
持
し
、
御
祓

い
を
し
な
が
ら
参
道
を
下
り
御
座

こ
船
に
奉
安
、
一
行
は
再
び
大
島
中

一
津
宮
へ
向
か
っ
た
。

午
前
十
一
一
時
半
、
宗
像
警
察
署

大
島
駐
在
の
先
導
に
よ
り
中
津
宮

迄
御
神
幸
、
同
宮
本
殿
で
入
御
祭

が
斎
行
さ
れ
、
本
年
度
の
沖
津
宮

神
迎
え
神
事
は
滞
り
無
く
終
了
し

た
。尚

、
中
津
宮
本
殿
内
陣
に
仮
鎮

座
さ
れ
た
沖
津
宮
御
神
璽
は
、
中

津
宮
の
御
神
璽
と
共
に
十
月
一
日

み
あ
れ
祭
の
海
上
に
て
、
お
迎
え

さ
れ
る
辺
津
宮
御
神
璽
と
年
に
一

度
の
再
会
を
神
祝
が
れ
、
総
社
・
辺

津
宮
内
陣
に
三
宮
の
御
神
璽
が
奉

斎
さ
れ
る
。

高
向
宮
列
懺
侶
口©
0
名
⑩
堕
ぶ
霊5

S

久
留
米
市
・
善
導
寺
で
の

浄
土
宗
教
化
高
等
講
習
会
に
て

S

講催導
習さ寺九
会れ＾月

甘裔留日
社パ市浄
の五善土
高回道宗
向教寺大
宮化町本
司高で．
が等開善

講土を講
演宗中師
をの心と
汀僧にし

講演函寧訊包琶臼厨-日B·········l~ つ侶全
が開にる全 を間わ社つてし社宮が教総て二九 ゜ーかヵ］

た約国招

‘催各大国こ行三りとい‘‘と司行授長‘日月こ 〇られ

灯え喜閲［畠；昇虐絵文儡塁稔竺む虐侃塁間弓盆 昂畠几
のてこをケ習゜の約と宗大にー宗、の教宗に三習 のし州
宮いと中寺会 講ーの像社つと像高講大宗亘日会 前た各
司るに心あは 演時関大にい題大向演学務つのは で浄地

しり仏を宗石 聞参経ーらを「『＇ l 
た伝教再にに質き加石つに招
機え問認お関疑入者＾阿当い
会てゎ識けす応つは重弥大て
でいすするる答て興吝陀社の
あく貴る阿質のい味を教で講
つ使重と弥問際な深収をは演
た命なと陀がも く蔵写浄しよ
゜感文も経多、 宮しし士珍
を化にのく，阿 司てた二し

農嬰口農惰喜 畠青塁贋＜、
に守、さ土教 に、陀のさ

第 585 回丸）111 池匡教化高等謀習今
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出
光
興
産
圏
中
竪
社
員
研
修
ふ
宗
像
研
修

S

初
の
女
子
社
員
二
名
が
参
加
S

出
光
興
産
株
式
会
社
人
事
部
教
育
課□: 
— 

、
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コ
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こ̀
]
疇

4
0聞

言
，
緊
張
感
が
一
気
に
高
等
の
感
想
が
数
多
く
寄
せ
ら

~
9
4
1

一
，
＼
＼
全
員
自
分
で
着
付
~

全
f
.
ん
→
i
-
\
~
―
~
け
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
境
~

戸
ふ
[
〖
/
解
い
《
い
｀
｀

b：
]
.
r
1
-

ゾ
C
)
l

：□
□
]
白

{
f
◆
]
/
店
]
主
]
]
]
し
]
]
]
』
:
]
]
口
]
”
竺
冒
[

三宮での清掃
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i
の
連
続
ヒ
ッ
ト
等
で
ツ
ー
ア
ウ
ト
い
た
。

心
の
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
二
得
点

l
-
H
主
正
琴b土
＝n工
学
そ
.. 

日

i
ニ
・
三
塁
と
し
、
九
番
森
（
太
）
の
会
一

．
す
る
も
、
そ
の
後
同
点
に
さ
れ
、
更
~
ま
た
、
八
月
三
十
一
日
に
は
恒

に
二
点
を
引
き
離
さ
れ
、
五
回
最
]
例
の
太
宰
府
天
満
宮
と
の
親
善
野

太
宰
府
天
満
宮
・
宗
像
大
社
の
．
善
野
球
伊
勢
大
会
が
、
去
る
九
月
．
め
つ
つ
翌
日
の
野
球
大
会
へ
の
意
終
回
を
二
対
四
で
迎
え
る
。
全
員
．
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

混
成
チ
ー
ム
は
参
戦
四
年
目
と
な
十
七
ー
十
九
日
に
伊
勢
神
宮
当
番
気
込
み
を
語
り
あ
っ
た
。
そ
し
て
が
素
晴
ら
し
い
集
中
を
見
せ
、
粘
お
互
い
を
知
り
尽
く
し
た
両
チ

る
、
第
三
十
三
回
東
西
神
社
人
親
．
に
よ
り
三
重
県
鳥
羽
市
に
於
い
て
抽
選
会
で
は
葦
津
監
督
（
宗
）
が
第
り
強
い
打
席
で
連
続
四
球
を
選
び
ー
ム
で
あ
る
が
、
こ
の
日
ば
か
り

開
催
さ
れ
た
。
一
試
合
の
開
幕
試
合
を
引
き
当
て
」
五
番
大
塚
（
宗
）
の
セ
ン
タ
ー
前
夕
．
は
敵
味
方
に
分
か
れ
て
戦
い
、
当

三
重
県
へ
入
っ
た
た
。
．
イ
ム
リ
ー
等
で
四
点
を
得
、
大
逆
．
大
社
チ
ー
ム
も
奮
戦
し
た
が
、
結

初
日
全
国
六
チ
ー
ム
当
日
、
出
雲
・
金
刀
比
羅
チ
ー
ム
転
し
チ
ー
ム
は
最
高
の
盛
り
上
が
果
五
対

0
で
完
敗
と
な
っ
た
。

約
一
五
0
名
が
神
宮
．
と
対
戦
、
当
チ
ー
ム
の
先
攻
で
始
」
り
を
見
せ
る
。
試
合
後
は
太
宰
府
天
満
宮
内
に

司
庁
へ
参
集
、
役
員
ま
り
初
回
か
ら
着
実
に
得
点
を
重
し
か
し
、
兵
庫
チ
ー
ム
の
勝
利
あ
る
鬼
す
べ
堂
に
於
い
て
東
西
神

選
手
歓
迎
会
を
催
し
ね
四
回
時
で
十
得
点
を
数
え
た
。
へ
の
執
念
が
勝
り
、
満
塁
に
さ
れ
社
人
野
球
大
会
慰
労
会
並
び
両
社

て
頂
き
、
懇
親
を
深
．
守
備
面
に
お
い
て
も
二
本
柱
神
島
]
最
後
は
代
打
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ
ト
で
｛
職
員
の
大
懇
親
会
を
催
し
て
頂

崇
（
太
）
、
大
塚
（
宗
)
の
[
六
対
七
で
敗
れ
、
三
連
覇
の
目
標
一
き
、
来
年
の
優
勝
旗
奪
還
を
誓
い
、

継
投
で
零
封
に
抑
え
快
[
も
こ
こ
で
潰
え
た

o

順
位
決
定
戦
ま
た
両
社
職
員
ご
眉
の
懇
親
を
深

勝
し
二
回
戦
へ
と
進
一
で
は
熱
田
チ
ー
ム
に
、
二
回
戦
で
―
め
散
会
と
な
っ
た
。

む
。
一
燃
え
尽
き
た
当
チ
ー
ム
十
一
対
六
一

十
五
分
の
準
備
を
挟
]
で
敗
れ
凹
位
が
決
定
し
た
。
~

み
引
き
続
き
兵
庫
チ
ー
~
決
勝
戦
は
主
催
神
宮
チ
ー
ム
と
~

ム
と
対
戦
、
初
回
当
チ
．
当
チ
ー
ム
と
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
―

ー
ム
の
攻
撃
は
三
者
凡
；
を
制
し
勢
い
に
乗
る
兵
庫
チ
ー
ム
i

退
、
兵
庫
チ
ー
ム
ニ
番
」
が
対
戦
、
敗
れ
た
他
全
チ
ー
ム
が
一

打
者
宮
城
が
右
中
間
へ
]
兄
守
る
中
豪
打
を
見
せ
た
兵
庫
チ
一

ス
リ
ー
ベ
ー
ス
を
放
＼
ー
ム
が
二
年
振
り
の
優
勝
を
決
め
．

ち
、
四
番
中
島
に
セ
ン
：
た
。

タ
ー
前
タ
イ
ム
リ
ー
を
i
翌
日
は
役
員
・
選
手
一
同
別
宮
一

打
た
れ
先
制
を
許
す
。
伊
雑
宮
を
参
拝
、
引
き
続
き
ミ
キ
i

二
回
の
攻
撃
、
四
番
神
・
モ
ト
真
珠
島
を
観
光
し
、
其
々
全
｛

島
崇
（
太
）
、
大
塚
（
宗
）
．
国
各
地
の
お
社
へ
の
帰
路
へ
と
つ
[

一

ー••r. 

鳥羽市での試合の様子

東
西
神
社
人
親
甚
野
球
伊
勢
大
会

s

＿
＿
一
連
覇
な
ら
ー
ム
に
惜
敗

s
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いがはが四が駅
。ま、砺開月つとJ
だ宮業にく古 R
工中しはら賀鹿
事央た古れ駅児
もー福賀ると島
着とェ駅この本
ェ決大鯛と間線
さま前 ’'-9'- にの
れつ側し‘な二福
ててのしりっェ
いい駅ぶ今の大
なる名駅年駅前

• • • ---• • • • • • • • • • • • • • • •噸•············•··•··•·····················

を池あ二念口
ィーっュ碑の四
メをたメが広月
l し鹿ン建場に
ジの部卜てに開
しん大はらモ業

門虐門§ ；よ贔虐‘; iど： ] ] [ 
のし—‘てを を在過蓮レこインし
八つ。い表る往、去根ンのントぶ
本そ , I コ地のと駅

＇~；：］［口□土］iモ盆蓮．もこ彫てまたとやがるの屯み
詮炉｀9 ... ャ鯛のう刻のつめこ丘乗パ大倉：

一でし s̀‘h <:;; t蓋悶t；閾危贋：言胃しと、
炉沿iる殻るて憶やのがが水る柱列わ

そ；憂'~5 こ゜鰤誓予信塁災三闊闊こ゜占嬰嬰
心， の稲はらどを’'-、し造だのはあ鹿

古賀市・鹿部山経筒 12世紀 }\・ 、れ, 60 こかて成つー小ら部
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••···•••••••••••••••••••······•·······•·•••······•••·····••••••·••••••••··•••··•··•··••••••••••··••···•••·••·•··•••••·••••·····••••··•••••••·····••••···••·•••••••••···•·•••••·····••·••··•••••••••····••·•··••••••••••···•···••·••··········· 

歴れの今 い略父経た六たの器とに と山あ消そ造年ての·美東 つ
ーが字こ父た一々筒°チ七゜合きにお‘造な公る滅の成か親山し·経に
一埋がの々。と夫の悶の／経石入ぼ中成つ園西し土でらしとい中筒つ
一納あ山夫 し＞‘峯銅経鋳閂ゃつしの前てとのて砂東始まか山西がい
三さてやは つ：回 たき峯のいし峯しでとまれ古での見て

苓萎至ぢ芋 姜支謡葬翌竺翌男主｀因翔召返賛琴忠去緬昂 9心↑ ：三 9安元るシ、あ 刻年国て経茂見筒ら近六 憩今皇めは丘和ら力：を鹿て
悶年がフろ さ＾席ぃ筒高つゃ石で年 いは石ら門団四呼向持需倉
＾、鹿う れ以内 だ二か青の経二 の鹿宮れ 地十ばこっ

後西こ部。 て下院なっ十つ磁容塚月 場部のてれの七れうたはり
···················••································································································································································································································································································ 

鬱：ロシ叫叫言言iり『シ、、多？一こ一、｀I?そ：一｀ り嘉る0 点ぢ5 嬰岱芯冒羹品五g旦均；悶姜羞
後、，、 こ＝ 建灘まはるどらる立見棺 lH —石。たはこの

、l{ 、,','9り·で”よ・麿熔：• 立がた日 。が中。歴さが正マ神今貴歴と地
なr/心デ さー展の標行世こ史れ発月五社残重史が名

ノ2” ク・ム望戎〈ダダ呟吃ー一た れ望望丸高わのの資て見に訳がつな的でが
永久元年・鹿部山での祈り てで台が五れ遺山料いさこ大あて名にき平

（続）
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し
い
た
だ
し
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今
月
は
大
野
先
生
病
気
療
養
の
た
め
、
選
者
寸
評
は

お
休
み
致
し
ま
す
。
来
月
号
よ
り
再
開
す
る
予
定
で
す
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

嫁
が
く
れ
し
こ
と
し
の
茄
子
の
辛
子
漬
ほ
ど
よ
き
辛
み
を
昧
わ
い
て
お
り

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

な
力
ね

高
宮
の
あ
の
ま
ん
央
に
臥
て
み
た
い
地
べ
た
が
予
兆
を
告
げ
て
は
ゐ
ぬ
か

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

引
き
揚
げ
て
時
た
が
は
ぬ
も
の
も
の
疑
く
て
ま
た
か
の
岸
に
彼
岸
花
炎
ゆ

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

楠
わ
か
葉
あ
さ
の
光
り
に
照
り
映
え
て
子
等
の
来
る
や
も
孟
蘭
盆
近
づ
く

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

つ
ゆ
晴
れ
間
久
方
振
り
に
歩
み
ゆ
く
半
月
の
黄
は
近
ま
り
て
見
ゆ

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

母
さ
ん
と
呼
ぶ
声
き
こ
え
振
り
向
き
ぬ
又
も
不
覚
を
と
り
て
苦
笑
す

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

鼻
の
下
に
う
す
き
髭
生
う
高
校
生
白
き
ギ
ブ
ス
の
姿
痛
ま
し

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

秋
風
に
ゆ
れ
て
咲
き
ゐ
る
水
色
の
朝
顔
の
花
に
生
気
を
も
ら
ふ

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

わ
れ
も
孫
も
祖
霊
の
御
前
に
畏
み
ぬ
今
日
は
わ
が
年
に
一
度
の
中
元
祭

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

み
社
に
降
る
蝉
の
声
さ
ゐ
さ
ゐ
し
時
雨
は
耳
に
や
さ
し
き
も
の
を

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

5、

八
回

一
社
歌
会
詠
草

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

「
健
康
は
宝
」
と
書
か
れ
し
老
翁
の
額
掲
げ
あ
り
診
療
室
に

宗
像
市
田
野
森
甲
子

大
雨
の
降
る
な
か
田
ん
ぼ
見
回
り
し
も
今
は
縁
よ
り
案
じ
つ
つ
見
る

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

に
が
う
り
の
経
が
支
柱
の
先
端
に
届
け
り
ま
す
ま
す
実
の
な
ら
ん
か
な

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

さ
る
す
べ
り
紅
色
の
花
長
く
咲
く
継
選
挙
あ
り
て
國
は
ゆ
れ
つ
~

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

透
け
て
見
ゆ
る
外
反
母
趾
に
義
妹
が
わ
た
し
も
よ
と
て
素
足
出
す
盆

福
津
市
若
木
台
山
公
俊

八
月
の
海
風
が
き
て
高
宮
の
木
々
に
音
あ
り
飛
沫
あ
び
し
こ
と

＇
西
日
本
菊
抱
大
会
の
ご
案
内

神
郡
宗
像
に
菊
の
季
節
が
到
来
し
ま
し
た
。
九
州
各
県
を
中
心
に
、
全
国
の
菊
花

愛
好
家
が
丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
銘
花
約
三
千
鉢
が
境
内
中
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
の
最
高
賞
は
内
閣
総
理
大
臣
賞
ご
の
他
に
大
臣
賞
が
十
＿
本
授
与
さ
れ
、

別
名
「
菊
作
り
九
州
ナ
ン
パ
ー
ワ
ン
決
戦
大
会
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
観
菊
者
、
七
五
三
詣
で
の
家
族
連
れ

な
ど
で
賑
い
ま
す
。
ま
た
菊
苗
・
菊
鉢
の
販
売
、
勅

使
館
を
こ
の
時
期
限
定
で
特
別
に
開
放
「
抹
茶
コ

ー
ナ
ー
」
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
『
菊
み
く
じ
」
、
宗

像
観
光
協
会
の
運
営
す
る
「
い
っ
ぷ
く
茶
屋
j
な
ど

も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
御
参
拝
下
さ
い
ま
す

よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

期
間
十
＿
月
一
日
（
日
）
ー
ニ
十
三
日
（
月
）

時
間
終
日
~
口
＼

会
湯
宗
像
大
社
境
内

‘
0
}ー
＼
ー

拝
観
料
無
料
応
寧
図
哀

L

り
J
グ

駿
車
場
無
料

宗
像
市
田
久
井
上
光

沖
縄
に
特
攻
戦
死
の
友
悼
み
終
戦
日
正
午
黙
祷
し
た
り

福
津
市
勝
浦
高
山
睦
子

か
な
か
な
や
木
漏
れ
日
お
よ
ぐ
露
天
諷
呂

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

八
朔
の
引
潮
に
来
る
烏
賊
の
骨

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

掻
き
分
く
る
草
よ
り
匂
ふ
花
著
荷

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

庭
先
の
小
枝
に
咲
け
る
遠
花
火

郷
里
に
帰
省

」
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
予
定
通
り
栗
林
中
将
の
墓
所
、

松
代
大
本
営
跡
（
象
山
地
下
壕
）
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
善
光
寺
か
ら
少
し

距
離
が
あ
り
、
川
中
島
合
戦
や
真
田

一
族
、
或
い
は
佐
久
間
象
山
な
ど
が

観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
長
野
市

松
代
。
町
の
景
観
を
含
め
て
武
士
の

時
代
を
感
じ
ま
す
が
、
同
じ
観
光
ル

ー
ト
上
に
あ
り
な
が
ら
、
時
代
が
戦

中
に
も
ど
る
象
山
地
下
壕
に
は
少
し

驚
き
ま
し
た
▼
捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
し
ょ
う
が
、
あ
の
地
下
壕
は
日

本
人
で
あ
れ
ば
一
度
は
訪
れ
る
べ
き

場
所
で
し
ょ
う
。
ほ
ん
の
六
十
数
年

前
の
こ
と
を
現
実
と
し
て
強
烈
に
認

識
で
き
る
場
所
の
＿
つ
で
す
。
栗
林

中
将
の
墓
所
で
は
、
初
め
て
み
ま
し

た
が
石
の
名
刺
入
れ
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。
中
将
の
生
き
方
を
慕
い
多
く

の
方
が
訪
れ
る
た
め
で
し
ょ
う
▼
そ

し
て
帰
福
後
、
つ
い
に
政
権
が
交
代

し
ま
し
た
。
戦
争
を
決
断
し
て
い
っ

た
あ
の
時
代
も
度
重
な
る
政
変
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
政
変
で
日
本

は
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
期

待
と
不
安
で
い
つ
ば
い
で
す
。
（
塚
）
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